
２０１８年７月２６日 

 

-自社ブランドからＯＥＭ事業へ転換- 

㈱サカエのシュレッダー事業の集約化について 
 

株式会社サカエ（代表取締役社長：松本弘一、本社：東京都港区、資本金：９,３００万円）は、２０

１３年７月１日からシュレッダーの自社ブランド「Ｓｈｒｅｄ Ｇｅａｒ」を展開してきましたが、本年７月３１

日をもって販売を終了し、シュレッダーのＯＥＭ事業に集約します。 

 

当社では、１９７６年、大手シュレッダー企業へのＯＥＭ供給をスタートし、日本のシュレッダー市

場を支えてきました。そして、２０１３年７月１日、それまで培ったシュレッド技術により、自社ブランド

のシュレッダー「Ｓｈｒｅｄ Ｇｅａｒ」を立ち上げ、文具ルート、事務機器ルートなどを通じて、販売を進

めてきました。 

「Ｓｈｒｅｄ Ｇｅａｒ」ブランドは、世界最小レベルの極小細断を実現した「ｋｉｗａｍｉ」シリーズや大

量細断を実現したモデル、詰まりトラブルを未然に回避する新機能スマートリバースシステム「楽ど

り」を搭載したモデルなど、シュレッダー市場をリードする画期的な製品を開発してきました。 

一方、「Ｓｈｒｅｄ Ｇｅａｒ」ブランドの販売と並行し、大手オフィス機器販売会社などとダブルブラ

ンドでの展開や、ＯＥＭでの製品提供などを進めてきました。 

 

しかしながら、自社ブランド「Ｓｈｒｅｄ Ｇｅａｒ」については、市場におけるシュレッダーの実勢価格

の下落や、極小細断シュレッダー市場の伸び悩みなどから、企画設計・資材調達・製造・営業まで

をトータルで進めるビジネスモデルでは、さらなる収益拡大を目指すことが難しいと判断しました。 

そのため、この度、現在展開している自社ブランドについて７月３１日をもって販売を終了し、今

後は、ダブルブランドでの展開やＯＥＭでの製品提供に集約します。 

 

■シュレッダー事業の集約化に伴う、今後の展開について 

 

  1）現状で進めているダブルブランドやＯＥＭでの製品提供に集約することで、営業経費の大

幅な削減を実現し、収益の拡大を目指します。 

  ２）業界内でも高い評価を得ているシュレッド技術を用いて、極小細断など高付加化価値シュレ

ッダーから一般オフィス用シュレッダーなどについて、企画設計・資材調達・製造を行い、ＯＥ

Ｍ供給します。 

  ３）当社東平井工場（群馬県）において、事務機メーカー・文具メーカーなどのあらゆるご相談に

対応するシュレッダーのＯＥＭ部門を設置します。 

  ４）既に販売しているシュレッダーのメンテナンスについては、保守契約内容に応じて対応を継

続します。 

※当社ＨＰ（ＵＲＬ：http://www.sakaecorp.com/）をご参照ください。 

 

 

 

 

－本件に関するお問合せ先－ 
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